
安全データシート(SDS) 

1. 化学品及び会社情報  

• 化学品の名称 Mirinae® A-9001K Splendor White 

• 推奨用途及び使用上の制限 

推奨用途 化粧品 

使用上の制限 データなし  

• 製造業者情報 

会社名 CQV Co., Ltd.  

住所 144, Seongjung-Ro, Jincheon-Eup, Jincheon-Gun, Chungbuk-Do, Korea  

緊急時の電話番号 82-43-531-2500  

担当部署(担当者) Byung-Ki Choi  

Fax 82-43-536-0314  

2. 危険有害性の要約 

• ＧＨＳ分類  

区分外 

• ラベル要素  

絵表示又はシンボル : 該当しない  

注意喚起語 : 該当しない  

危険有害性情報 : 該当しない  

注意書き  

安全対策 : 該当しない  

応急措置 : 該当しない  

保管 : 該当しない  

廃棄 : 該当しない  

• 危険有害性分類基準に含まれないその他の危険有害性(NFPA)  

保健 0 

火災 データなし 

反応性 - 

3. 組成及び成分情報 

化学名又は一般名 (INCI Name) CAS 番号 EC 番号 濃度又は濃度範囲(%) 

Alumina 1344-28-1 215-691-6 70 - 82  

Tin Oxide (CI 77861) 18282-10-5 242-159-0 0 - 2  

Titanium Dioxide (CI 77891) 13463-67-7 236-675-5 18 - 28  

4. 応急措置 

• 目に入った場合  

- 緊急に医師の診断/手当てを受けること。  

- 物質との接触時、直ちに流水で皮膚と目を 2０分以上洗うこと。  

• 皮膚に付着した場合  

- 緊急に医師の診断/手当てを受けること。  

- 汚染された衣服と靴を取り除いて汚染区域を隔離させること。  



- 物質との接触時、直ちに流水で皮膚と目を 2０分以上洗うこと。  

- 軽度の皮膚接触時、汚染部位の拡散を防止すること。  

• 吸入した場合  

- 暴露または暴露の懸念がある場合：医師の診断/手当てを受けること。  

- 新鮮な空気のある場所に移動すること。  

- 物質を飲み込んだり、吸入した場合、口移し法で人工呼吸をするのではなく、 

適切な医療用呼吸装置を使用すること。  

- 暖かくし、安静にすること。  

• 飲み込んだ場合  

- 暴露または暴露の懸念がある場合：医師の診断/手当てを受けること。  

- 物質を飲み込んだり、吸入した場合、口移し法で人工呼吸をするのではなく、 

適切な医療用呼吸装置を使用すること。  

• 応急措置又は医師に対する特別注意事項  

- ばく露時に医師に連絡し、医学的フォローアップなどの特別な応急措置をとること。  

- 医療従事者は、該当物質の情報を知ったうえで保護措置を取ること。  

5. 爆発・火災時の措置 

• 適切な(不適切な)消火剤  

- この物質に関連する消火時、アルコール泡、炭酸ガスまたは水噴霧を使用すること。  

- 窒息消火時、乾燥砂または土を使用すること。  

• 特有の危険有害性  

- 非引火性、物質自体は燃えない。  

• 消火を行う者の保護  

- 救助者は適切な保護具を着用すること。 

- 危険地域から出て安全な距離を維持して消火すること。 

- 溶融されて運送される可能性がある。 

- 消火水の処分のために溝を掘って閉じ込め物質が散らばるのを防ぐこと。 

- 危険でなければ、火災区域から容器を移すこと。 

- タンク火災時、最大距離から消火したり、無人の消火装置を使用すること。 

- タンク火災時、鎭火した後も大量の水で容器を冷やすこと。 

- タンク火災時、圧力放出装置から高音が出たり、タンクが変色する場合は、 

すぐに退くこと。 

- タンク火災時、炎に包まれたタンクから退くこと。 

- タンク火災時、大規模火災の場合は無人の消火装置を使用し、 

不可能な場合は退いて放置すること。 

6. 漏出時の措置 

• 人体に対する注意事項、保護具及び緊急措置  

- こぼれたものを直ちにふき取り、保護具の項の予防措置に従うこと。  

- 全ての発火源を取り除くこと。  

- 危険でなければ漏れを止めること。  

- 適切な保護衣を着用せず、破損した容器や漏洩物に触らないこと。  

- プラスチックシートで覆って拡散を防ぐこと。  

- 避けるべき物質及び条件に注意すること。  

• 環境に対する注意事項  

- 水路、下水溝、地下室、密閉空間への流入を防ぐこと。  

• 封じ込め及び浄化の方法及び器材  

- 不活性物質(例えば、乾燥砂または土)でこぼれたものを吸収し、 

化学廃棄物容器に入れること。  



- 液体を吸収し、汚染された地域を洗剤と水で洗浄すること。  

7. 取扱い及び保管上の注意 

• 安全取扱い注意事項  

- 全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。  

- 空容器の内部に残留物が残っている可能性があるため、すべて MSDS/ラベルの 

予防措置に従うこと。  

- 取り扱い/保管に注意して使用すること。  

- 開封する前に慎重に栓を開くこと。  

- 加熱された物質から発生する蒸気を呼吸しないこと。  

- 適切な換気がされていない場合、保管区域に出入りしないこと。  

- 避けるべき物質及び条件に注意すること。  

• 安全な保管方法  

- 施錠して保管すること。  

- 空のドラム缶は完全に排水し、適切に塞いで、すぐにドラム調節器に戻したり、 

適切に配置すること。  

8. ばく露防止及び保護措置 

• 許容濃度 (ばく露限界値､ 生物学的ばく露指標) 

韓国規定  

Alumina TWA = 10 mg/m³  

Titanium Dioxide TWA = 10 mg/m³  

ACGIH 規定  

Alumina TWA 10 mg/m³ (as Al, Total particulate containing no asbestos and < 1% 

crystalline silica)  

Titanium Dioxide TWA 10 mg/m³  

生物学的ばく露指標 : データなし  

OSHA 規定  

Alumina TWA = 15 mg/m³ (total), TWA = 5 mg/m³ (respirable fraction)  

Titanium Dioxide TWA = 15 mg/m³  

NIOSH 規定  

Alumina TWA = 10 mg/m³  

Tin Oxide TWA = 2 mg/m³ (as Sn)  

EU 規定 : データなし  

その他  

Alumina Austria: TWA = 5 mg/m³, STEL = 10 mg/m³ Belgium: TWA = 5 mg/m³ (as Al) 

Denmark: TWA = 5 mg/m³ (total, as Al),2 mg/m³ (respirable, as Al) Estonia: TWA = 

10 mg/m³ (total dust),4 mg/m³ (respirable dust) France: TWA = 10 mg/m³ Hungary: 

TWA = 6 mg/m³ [AK](respirable dust) Latvia: TWA = 6 mg/m³ Spain: TWA = 10 

mg/m³ Australia: TWA = 10 mg/m³ Canada: TWA = 10 mg/m³ China: TWA = 4 mg/m³ 

(total dust), STEL = 8 mg/m³ (total dust) Russia: TWA = 6 mg/m³ (aerosol)  

Tin Oxide Belgium: TWA = 2 mg/m³ (as Sn) Canada: TWA = 2 mg/m³ (as Sn) Finland: 

TWA = 2 mg/m³ (as Sn) Spain: TWA = 2 mg/m³ (as Sn)  

Titanium Dioxide Austria: TWA = 10 mg/m³ France: TWA = 10 mg/m³ (as Ti) Italy: 

TWA = 10 mg/m³ United Kingdom: TWA = 10 mg/m³ Russia: TWA = 10 mg/m³  

• 設備対策  

- 工程隔離、局所排気を使用したり、空中浮遊物質濃度をばく露限度以下に調節する他の

工学的管理をすること。  



• 保護具 

呼吸器の保護具  

- ばく露される粒子状物質の物理化学的特性に応じた呼吸用保護具を着用すること。 

- 粒子状物質の場合は、次のような呼吸器保護具を勧告する。 

; 顔面部濾過式防塵マスク（facepiece filtering 

respirator）または空気濾過式防塵マスク（air-purifying 

respirator）（高効率微粒子濾過材 : High-Efficiency Particulate Air（HEPA）filter 

media）または電動ファン付き防塵マスク（respirator equipped with powered 

fan）（粉塵、ミスト、ヒューム用の濾過材 : filter media of use（dust, mist, fume）） 

- 酸素不足の場合（＜ 19.5%）、送気マスク（supplied-air 

respirator）または自給式空気呼吸器（self-contained breathing 

apparatus）を着用すること。 

眼の保護具  

- 目に刺激を起こしたりその他の健康上の障害を引き起こす可能性がある粒子状物質から

目を保護するために通気性のゴーグルを着用すること。 

- 作業場から近いところに、洗眼器と安全シャワーを設置すること。 

手の保護具  

- 化学物質の物理化学的特性を考慮して適切な材質の保護手袋を着用すること。 

皮膚及び身体の保護具  

- 化学物質の物理化学的特性を考慮して適切な材質の保護衣を着用すること。 

9. 物理的及び化学的性質  

• 物理的状態  

形状 粉末  

色 白色 

• 臭い においなし 

• 臭氣閾値 データなし  

• pH 5 - 10  

• 融点・凝固点 データなし  

• 沸点、初留点及び沸騰範囲 データなし  

• 引火点 データなし  

• 蒸発速度 データなし  

• 燃焼性（固体、ガス） 該当しない  

• 爆発範囲 データなし  

• 蒸気圧 データなし  

• 溶解度 データなし  

• 蒸気密度 データなし  

• 比重（密度） 3.4 – 3.8 g/cm3 

• オクタノール・水分配係数 データなし  

• 自然発火温度 データなし  

• 分解温度 データなし  

• 粘度 データなし  

• 分子量 データなし 

10. 安定性及び反応性 

• 安定性及び危険有害反応可能性:  

- 非引火性、物質自体は燃えない。 

• 避けるべき条件:  

- 熱、火花、火炎などの発火源 



• 混触危険物質:  

- 可燃性物質、還元性物質 

• 危険有害な分解生成物:  

- データなし 

11. 有害性情報 

• 健康有害性情報  

急性毒性 

経口 : 区分外  

- Alumina : Rat LD50 ＞ 2,000 mg/kg (OECD Guideline 420)  

- Tin Oxide : Rat LD50 ＞ 9,000 mg/kg  

- Titanium dioxide : Rat LD50 ＞ 5,000 mg/kg (OECD Guideline 425, EPA OPPTS 

870.1100)  

経皮 : データなし  

吸入 : 区分外  

- Alumina : Rat LC50 ＞ 2.3 mg/L/4hr  

- Tin Oxide : Rat LC50 ＞ 5 mg/L/4hr (OECD TG 403, GLP)  

- Titanium dioxide : Rat LC50 ＞ 6.82 mg/L/4hr  

皮膚腐食性・刺激性 : 区分外  

- Alumina : ウサギを用いた皮膚刺激性試験結果、皮膚刺激性を示さない。(OECD Guidelin

e 404) 

- Tin Oxide : ウサギを用いた皮膚刺激性試験結果、皮膚刺激性ではない。(OECD TG 404) 

- Titanium dioxide : ウサギを用いた皮膚刺激性試験の結果、皮膚刺激性に関連する反応は

観察されなかった。(OECD Guideline 404) 

眼に対する重篤な損傷・刺激性 : 区分外  

- Alumina : 可逆的な少しの紅斑が観察（48 時間）されたが、EU-CLP（Regulation（EC）

1272/2008）に基づいて分類されてはいない。 (OECD Guideline 405) 

- Tin Oxide : 試験物質はウサギの眼を刺激しなかった。 (OECD TG 405) 

- Titanium dioxide : ウサギを用いた眼刺激性試験の結果、眼刺激性に関連する反応は観察

されなかった。(OECD Guideline 405, EU Method B.5, EPA OPPTS 870.2400) 

呼吸器感作性 : 区分外  

- Titanium dioxide : Titanium oxide does not show respiratory sensitizing properties in 

animal studies or in exposure related observations in humans. 

皮膚感作性 : 区分外  

- Alumina : ギニーピッグを用いた皮膚感作性試験結果、皮膚感作性反応は観察されなかっ

た。 

- Tin Oxide : マウスを用いた皮膚感作性試験結果、皮膚感作性を示さない。(OECD TG 429, 

GLP) 

- Titanium dioxide : モルモットを用いた皮膚感作性試験の結果、皮膚感作に関連する反応

は観察されなかった。(OECD Guideline 406, EU Method B.6, EPA OPP 81-6, GLP) 

発がん性 : 区分外  

生殖細胞変異原性 : 区分外  

- Alumina : 試験管内試験の場合、哺乳類赤血球小核試験で 50〜200um の粒子では、音声

が現れたが、40nm 以下の粒子では、陽性が表示される。（OECD Guideline475）。生体内

試験哺乳類赤血球小核試験の場合、音声（OECD Guideline474、GLP）。 

- Tin Oxide : 中国ハムスターの卵巣を用いた試験管内哺乳類細胞遺伝子の突然変異試験結果

、陰性。 

- Titanium dioxide : In vitro(遺伝子突然変異試験(OECD Guideline 476、GLP)、染色体異常

試験(OECD Guideline 473、GLP)、復帰突然変異試験(OECD Guideline 471))及び in 

vivo(小核試験)で陰性結果が得られた。 



生殖毒性 : 区分外  

- Titanium dioxide : ラットを用いた発達毒性試験結果、発達毒性と関わる反応は観察され

なかった。(NOAEL = 1000 mg/kg/day) (OECD Guideline 414) 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） : データなし  

特定標的臓器毒性（反復ばく露） : 区分外  

- Alumina : ラットの吸入毒性試験（90 日）では、NOAEC = 70 mg / m3 であった。 

- Tin Oxide : ラットを用いた 13 週間の反復経口投与毒性試験結果、毒性に関わる症状が 観

察されなかった。(NOAEL ≥ 10000 mg/kg) 

- Titanium dioxide : ラットを用いて 29 日間 24,000 mg/ kg の容量で反復経口投与した結

果、濃度に関連した影響は認められなかった。(OECD Guideline 407) 

吸引性呼吸器有害性 : データなし 

12. 環境影響情報 

• 生態毒性 

- 急性水生毒性 : 区分外  

- 慢性水生毒性 : 区分外  

魚類  

- Alumina : 96hr-NOEC(Salmo trutta) > 0.072 mg/L (OECD Guideline 203)  

- Titanium dioxide : 96hr-NOEC(Oncorhynchus mykiss) > 100 mg/L (OECD Guideline 

203)  

甲殻類  

- Alumina : 48hr-NOEC(Daphnia magna) > 0.071 mg/L  

藻類  

- Alumina : 72h-NOEC(Pseudokirchneriella subcapitata) >= 0.052 mg/L  

- Titanium dioxide : 72hr-EC50 (other) = 61 mg/L , 72hr-NOEC(Pseudokirchnerella 

subcapitata) = 12.7 mg/L  

• 残留性及び分解性 

残留性  

- Alumina : Log Kow の値が 4 未滿であるため、残留性が低いと予測される。 (Log Kow 

= -0.83) (預測值)  

- Tin Oxide : Log Kow の値が 4 未滿であるため、残留性が低いと予測される。 (Log Kow 

= 1.29) (預測值)  

- Titanium dioxide : Log Kow の値が 4 未滿であるため、残留性が低いと予測される。 

(Log Kow = 2.23) (預測值)  

分解性 : データなし  

• 生体蓄積性 

蓄積性  

- Alumina : BCF < 500 であるため、生物蓄積性が低いと予測される。 (BCF = 3.162) (預

測值)  

- Tin Oxide : BCF < 500 であるため、生物蓄積性が低いと予測される。 (BCF = 100) (預

測值)  

- Titanium dioxide : BCF < 500 であるため、生物蓄積性が低いと予測される。 (BCF = 

13.73) (預測值)  

生分解性  

- Alumina : Not readily biodegradable(estimated) 

- Tin Oxide : not readily biodegradable (estimated) 

- Titanium dioxide : not readily biodegradable (estimated) 

• 土壌中の有害性  



- Alumina : 土壌への吸着性が低い。 (Koc = 0.1902) (預測值)  

- Tin Oxide : 土壌への吸着性が低い。 (Koc = 13.16) (預測值)  

- Titanium dioxide : 土壌への吸着性が低い。 (Koc = 86.1) (預測值)  

• その他の有害影響（オゾン層への有害性など） : データなし  

• オゾン層への有害性 : 区分外 

13. 廃棄上の注意 

• 残余廃棄物、汚染容器及び包装  

廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。 

• 廃棄上の注意事項  

内容物/容器を国際/国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄すること。 

14. 輸送上の注意 

• 国連番号 該当しない  

• 品名 該当しない  

• 国連危険物分類 該当しない  

• 容器等級 該当しない  

• 海洋汚染物質 該当しない  

• IMDG/IATA/ICAO 該当しない 

• 輸送の特定の安全対策及び条件  

火災の時、非常措置 該当しない  

漏出の時、非常措置 該当しない  

15. 適用法令 

• 韓国産業安全保健法(ISHL)  

Alumina : Administration subject listed  

Alumina : Occupational exposure limits listed  

Alumina : Work environment monitoring listed (6 months)  

Alumina : Health examination agent (12 months)  

Tin Oxide : Work environment monitoring listed (6 months)  

Tin Oxide : Administration subject listed  

Titanium Dioxide : Administration subject listed  

Titanium Dioxide : Occupational exposure limits listed  

Titanium Dioxide : Work environment monitoring listed (6 months)  

• 韓国化学物質管理法(CCA)  

Alumina : Existing Chemical Substance (KE-01012)  

Tin Oxide : Existing Chemical Substance (KE-33849) 

Titanium Dioxide : Existing Chemical Substance (KE-33900)  

• 韓国危険物安全管理法  

Alumina : Dangerous Material Safety Management Regulation Non-dangerous goods  

Titanium Dioxide : Dangerous Material Safety Management Regulation  

• 韓国廃棄物管理法 規制されていない  

• その他の規制 

韓国の規制 

韓国残留性有機汚染物質管理法 規制されていない  

韓国外の規制 



EU 分類情報(分類結果)  

Alumina : Classification Not classified  

Tin Oxide : Classification Not classified  

Titanium Dioxide : Classification Not classified  

EU 分類情報(Risk-phrases)  

Alumina : Hazard statements Not applicable  

Tin Oxide : Hazard statements Not applicable  

Titanium Dioxide : Hazard statements Not applicable  

EU 分類情報(Safety-phrases)  

Alumina : Precautionary statements Not applicable  

Tin Oxide : Precautionary statements Not applicable  

Titanium Dioxide : Precautionary statements Not applicable  

EU 規制情報(EU SVHC list) 規制されていない  

EU 規制情報(EU Authorisation List) 規制されていない  

EU 規制情報(EU Restriction list) 規制されていない  

米国管理情報(OSHA 規定) 規制されていない  

米国管理情報(CERCLA 規定) 規制されていない  

米国管理情報(EPCRA 302 規定) 規制されていない  

米国管理情報(EPCRA 304 規定) 規制されていない  

米国管理情報(EPCRA 313 規定) 規制されていない 

ロッテルダム協約物質 規制されていない  

ストックホルム協約物質 規制されていない  

モントリオール議定書物質 規制されていない  

その他の海外規制一覧  

Alumina  

米国管理情報 Section 8(b) Inventory (TSCA): 存在 

日本管理情報 Existing and New Chemical Substances (ENCS): (1)-23 

中国管理情報 Inventory of Existing Chemical Substances (IECSC): 存在 37546 

カナダ管理情報 Domestic Substances List (DSL): 存在 

オーストラリア管理情報 Inventory of Chemical Substances (AICS): 存在 

ニュージーランド管理情報 Inventory of Chemicals (NZIoC): May be used as a 

single component chemical under an appropriate group standard 

フィリピン管理情報 Inventory of Chemicals and Chemical Substances (PICCS): 

存在 

日本管理情報 ISHL ラベルに名前を記載する有害物質: >=1 % 重量 

日本管理情報 ISHL 通知可能な物質: >=1 % 重量 

Tin Oxide  

米国管理情報 Section 8(b) Inventory (TSCA): 存在 

日本管理情報 Existing and New Chemical Substances (ENCS): (1)-551 

日本管理情報 ISHL Harmful Substances Whose Names Are to be Indicated on the 

Label: ≥ 1% 重量 

日本管理情報 ISHL Notifiable Substances: ≥ 0.1% 重量 

中国管理情報 Inventory of Existing Chemical Substances (IECSC): 存在 37645 

カナダ管理情報 Domestic Substances List (DSL): 存在 

オーストラリア管理情報 Inventory of Chemical Substances (AICS): 存在 

ニュージーランド管理情報 Inventory of Chemicals (NZIoC): HSNO Approval: 

HSR002805 

フィリピン管理情報 Inventory of Chemicals and Chemical Substances (PICCS): 

存在 

Titanium dioxide  

米国管理情報 Section 8(b) Inventory (TSCA): 存在 

日本管理情報 Existing and New Chemical Substances (ENCS): (5)-5225, (1)-558 



日本管理情報 ISHL Harmful Substances Whose Names Are to be Indicated on the 

Label: ≥ 1% 重量 

日本管理情報 ISHL Notifiable Substances: ≥ 0.1% 重量 

中国管理情報 Inventory of Existing Chemical Substances (IECSC): 存在 11377 

カナダ管理情報 Domestic Substances List (DSL): 存在 

オーストラリア管理情報 Inventory of Chemical Substances (AICS): 存在 

ニュージーランド管理情報 Inventory of Chemicals (NZIoC): 

適切な化学物質群の基準に基づいて単一成分として使用することができる。 

フィリピン管理情報 Inventory of Chemicals and Chemical Substances (PICCS): 

存在 

16. その他の情報 
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• 最初作成日  2014-06-23 

• 改訂番号及び最終改訂日  

改訂番号  5    

最終改訂日  2024-04-01 

• その他  

• この SDS は、現在の知識と情報をもとに知っている最新のデータに基づいて作成しました。 

• この SDS は、 バイヤー、取扱者または第 3 者の安全取り扱いを助けるために作成

されたので、 特殊な目的の適合性や他の物質と併用して使用する商業的な適用や表現

については、いかなる保証もできないし、 どのような技術的∙法的責任も負いませんに注意

してください。 

• この SDS の内容は、 国及び地域によって異なる可能性があり、 実際の関連規定の内容と

一致しない場合がありますので、 バイヤーと取扱者は、 政府及び地域の関連規定を確認

して遵守する責任があります。  


